大型低温重力波望遠鏡KAGRAプロジェクトの現状
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　大型低温重力波望遠鏡KAGRA(かぐら)は岐阜県神岡の地下に一辺3 kmのL字型レーザー干渉計を建設し、宇宙からの重力波を検出しようとするプロジェクトである。神岡鉱山地下の静寂な環境の中に建設することで地面振動による雑音を軽減し、鏡を20Kの低温に冷やすことで熱雑音の低減を図る計画となっている。2010年10月にプロジェクトがスタートし、2016年3月に常温かつ簡易な構成での試験運転が開始された。2018年には低温での試験運転を行う予定であり、これに向けた入射光学系、防振系、低温系などの開発が進められている。
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2016年2月にアメリカのLIGOグループにより重力波の初観測が発表されたが、重力波源の位置特定には複数台による観測が必須であり、KAGRAが重力波の国際観測ネットワークに一刻も早く参加することが期待されている。本講演では試験運転の結果を報告するとともに、低温運転に向けた開発状況について報告する。
